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2024 年度ハワイ大学短期語学留学 (英語文化スタディーツアー)  
募集要項・シラバス 

 

【科目名】国際学部生：「海外短期英語留学」の 2単位 ＊2024年度入学 

「海外短期語学留学（ハワイ）」の 2単位 ＊2023 年度以前入学      
情報・芸術学部生：国際交流演習Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ、Ⅳのうちから順に 2単位 

 
【実施日時】2024 年 8 月 25 日（日）～ 9 月 15 日（日） 

※出発前にオリエンテーションを数回実施予定。（5～8 月） 
※教員の引率：なし 

  
1 概要 

広島市立大学の姉妹大学であるハワイ大学マノア校（The University of Hawai‘i, Manoa）
にて、実践的な英語の運用能力を高める特別英語プログラム（NICE, New Intensive Course 
in English。以下詳述）を受ける。教室内の授業だけではなく、ハワイ大学の学生との実践的

な話し合い、交流活動を通して街に出て英語を使う機会も含まれている。プログラムなどの

フィールドスタディーで博物館や真珠湾攻撃の地の見学を行う。その他、積極的に街に出る

ことで文化とリアルな英語にふれる。 
 

2 講義の狙い 
 多民族が暮らすハワイで多様な異文化に触れながら、英語集中授業によって実践的な英語

を学ぶとともに、ハワイの歴史、文化を事前に調査したうえで実際に体験する。観光では決

して得ることのできない、より深い文化と歴史、現地の人々の考え方や生活習慣を体得する。 
 
3 受講要件  

ハワイの文化と歴史に興味があり、積極的に活動を計画実施し、実践的な英語力を高めよ

うという意欲のある学生。 
 
4 受講生への要望  

異文化の中に積極的に溶け込もうという強い動機を持っていること。また、業者による「観

光短期留学」ではないので、準備段階からハワイ、そしてアメリカについて文化歴史のみな

らず、渡航準備、アメリカ入国方法などについても理解しておくこと。 
 
5 プログラム内容 
5-1 出発前のオリエンテーション 
● 参加者決定後に渡航などの準備についての説明、また、事前に読んでおく書籍や資料につ

いての説明会を行う。特に、ハワイの歴史と文化について十分な理解をする。 
● 出発準備とオリエンテーションを数回程度実施する。※日時については後日決定。現地の
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交通移動を含めた旅程を事前に把握しておく。 
5-2 ハワイ大学 
英語集中（3 週間 15 日、約 55 時間） 
ハワイ大学マノア校 Outreach College による NICE（New Intensive Course in English、

授業日 15 日）英語＆文化プログラムを受講する。実践的な英語のオーラル運用に特化した授

業である。教室内の授業だけではなく、（1）ハワイ大学学生が会話の練習相手をするインタ

ーチェンジ、（2）文化研修としてハワイアン・フラのワークショップ、（3）インストラクタ

ーとホノルル市内に行き施設見学もしくは地域交流活動をすることで実生活に触れるエデュ

ケーショナル・アクティビティに参加する。 
初日に英語力によってクラス分けが行われ、各自の能力に合った学習が用意される。 

※英語プログラム内容はハワイ大学の別紙を参照。 
 
ハワイ･フィールドスタディー（実際の行き先や日程についてはハワイ大学 NICE プログラ

ムのオプショナル・アクティヴィティーなどによる） 
 ハワイの文化歴史フィールドスタディー（以下、予定） 

1. Pearl Harbor Arizona Memorial（第二次世界大戦の発端の地を訪れ、資料館で戦争

に至る経過を日米二国の視点から振り返りながら、日米関係の推移、真珠湾攻撃、戦

争中の市民生活について学ぶ。また広島で被爆して亡くなった佐々木禎子さんの折

り鶴が展示されており、真珠湾と広島のつながりを考える）。 
2. Japanese Cultural Center of Hawai‘i （日系移民の歴史を学ぶ。広島からのハ  ワ

イ移民が多いことから、ハワイと広島の歴史的な関係について学ぶ。） 
 この他、ハワイを代表する博物館 Bishop Museum やホノルル市内のフィールドトリッ

プ（Diamond Head ハイキングなど）を自主活動として行う。また、以上の他にも、ハ

ワイ大学 NICE プログラムがいくつかの活動を提供している。 
 歴史文化フィールドスタディーの中からテーマ、トピックを一つ選び、自分の調査と実

際の体験や聞き取りに基づいてエッセー（日英どちらかを選択。英語は 500～700 語程

度、日本語は 2000 字程度）を書く。※帰国後提出（※別途指示あり） 
 

6 評価方法 
 ハワイ大学英語プログラムは 9 割以上の出席と授業への積極的参加によって修了証が授与

される。英語プログラムを修了することと（70%）、ならびにエッセー（30%）によって評価

をする。 
 
7 教科書等  

ハワイについての参考･課題図書はオリエンテーションで指示をする。また、ハワイ大学の

英語講座 NICE については、授業中に教材が配布される。 
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8 備考 
 本プログラムに本学教員は引率しない。 

希望すれば、旅行会社 HIS の現地日本語サポートも受けることができる。（以下参照。別

途支払いが必要。） 
 修了者には、ハワイ大学の修了書が発行される。 
 本プログラムで単位が与えられるのは 1 回に限る。 
 大学から助成金が支給される。＊2023 年度の実績金額：10 万円 

（金額は予算の制約等により、変更になる場合がある。） 
 費用：約 57 万円（2023 年度実績額） 

＊上記金額は前回の実績額のため、今後増額する可能性がある。 

内訳：授業料 1 人あたり約 18 万円（1,255 ドル）、航空券代金約 19 万円、ホームステイ

代金約 19 万円（1,303 ドル、空港送迎・朝夕食込み）、ESTA 申請費用 21 ドル、

海外旅行保険料約 7 千円、海外送金時に必要な銀行手数料 1 人あたり 2 千円程度 
※その他：パスポート取得費用、アメリカで使用できるスマホ SIM の代金、広島空港へ

の往復移動費、現地での昼食代、現地交通費、施設利用料、雑費などが必要。 
※任意：HIS 現地日本語サポートサービス「あんしんパック」加入代 

（約 9,400 円/1 人 レートによる変動有）     
⇒教員は引率しないため、日本語によるサポートを受けたい場合は、上記金額が必要。 
 「あんしんパック」に関する詳細：https://www.his-j.com/hawaii/anshin/ 

 授業料、ホームステイ、渡航費については、事前に支払いが必要となる（5 月から 6 月）。

※理由のいかんに関わらず、参加できなくなった場合、支払った費用の一部、もしくは

全額のキャンセル料がかかる。 
 新型コロナのワクチンについては 3 回以上の接種をしていることを推奨する。 
 参加が決まった学生には、本人の誓約書及び保護者の同意書の提出（様式は別途指示）

を義務付ける。また本学の指定する東京海上日動火災海外旅行保険を契約することを義

務付ける。 
 Visa もしくは Master のクレジットカードの携行を義務付ける。自分名義かつ IC チップ付

きであること。可能であれば、どちらも（二種類）取得することを推奨する。 
また、JCB カードはハワイで便利に使える場面もあるため、こちらも推奨する。 
参加が確定した場合、航空券の支払いなど、クレジットカードの利用がすぐに必要となる場

合もあるため、４月中に申し込みをしておくことが望ましい。 
 国際情勢によって、プログラム実施が延期または中止になる場合がある。 

 
【担当教員】国際学部教授 井上 泰浩（研究室：735 号室） 

       E-mail: spartan@hiroshima-cu.ac.jp 
 
9. 参加申込み・問い合わせ先 
  語学センター（図書館・語学センター棟 4 階） 
   E-mail: gcoffice@m.hiroshima-cu.ac.jp  電話：082-830-1509 

https://www.his-j.com/hawaii/anshin/
mailto:spartan@hiroshima-cu.ac.jp
mailto:gcoffice@m.hiroshima-cu.ac.jp
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【参考資料】 

 

 


